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■編著者紹介

安渓遊地（あんけい・ゆうじ）
1951年生まれ。日本生態学会自然保護専
門委員。山口県立大学国際文化学部教
授。人類学専攻。主な著作に『奄美沖縄 
環境史資料集成』（南方新社、共著）『奄
美戦時下 米軍航空写真集』（南方新社、
共著）『西表島の農耕文化』（法政大学出
版局）宮本常一との共著で『調査される
という迷惑』（みずのわ出版）など。
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廃村続出の時代を生きる
南の島じまからの視点

崩壊する村々を前にして
今、地方に暮らす誰もが、人口減と生活基盤の崩壊への

危機感を抱いている。南の島での数々の廃村研究を踏まえ、

足下から未来を切り開く術を探る。

未来を拓く持続可能な
生活様式の確立
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